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単層カーボンナノチューブ（SWCNT）の高効率な溶媒分散は水などの限られた溶媒に限定され

ている。また N-シクロヘキシルピロリドンなどのいくつかのマジック溶媒を除いて有機溶媒には

高収率で溶けないとされていた[1,2]。導電性ポリマーによる分散は数少ない成功例であるが、ト

ルエンなどの非極性ならびに低極性溶媒に限られている。一方で実用的な観点からは、ケトン，

エーテル、エステル，アルコールなどの幅広い極性範囲の溶剤の利用が待たれている。 

本研究では種々の分散剤を利用し，アルコール、ケト

ン、エステル、エーテルなどの幅広い有機溶媒への

SWCNT の高収率溶解とその普遍性を実証する。今回見

出した界面活性剤の多くは酸塩基ペアリング化合物で

あり、SWCNTの可溶性は分散剤-溶媒の極性やプロトン

性と相関している。一例として、エチルセルロースなど

のセルロース誘導体を用いることで有機溶媒への

SWCNT の効率的な溶解が可能となった（図 1A）。溶媒

81種の吸収スペクトルデータを用い，多変量解析と遺伝

的アルゴリズムに基づく特徴量抽出を行うことで、効率

的溶解のために必要と推測される物理化学的因子を明

らかにした（図 1B）。これら因子は、溶媒と界面活性剤

だけでなく、溶媒と SWCNTの相互作用にも関連づけら

れる。ここで述べた SWCNT分散システムの自在なデザ

インは、ナノフルイディクス研究からコーティングおよ

び印刷技術に至るまで、多くの展開の基礎を築くことが

期待される。 
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Fig. 1 (A) Dispersion of SWCNTs in 

THF with the aid of ethyl cellulose. (B) 

Cross-validation analysis of SWCNT 

solubility in 81 solvents examined using 

S22 absorption. 
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